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パソコン教室 ５月から再開します。        
 

１２月から休止していた「パソコン教室」を５月から開講します。 

高齢者・初心者のための教室です。パソコン操作が思うようにできないという人、 

パソコンを使いたいが教えてくれる人がいないなど、機会があればやってみたい 

という人を対象に開設するものです。 

  昨年開設した教室には、男女１２名の受講者が集いました。今回も募集人員は 

１０名程度とします。 
 

☆ 開設期間   平成２７年５月～７月までの３ヶ月間 

         毎週水曜日  昼の部  AM１０：００～１１：００ 

                   夜の部  PM ７：００～ ８：００ 

     ☆ パソコン    各自持参（機種や新旧は問題ありません） 

   ☆ 費  用       無料 

   ☆ 講座内容    講師 ：沢田自治センター長（増子美知夫） 

               : 個人の希望により操作上の指導をいたします 

                ・文章作成 ・表計算 ・写真貼り付け等     

☆ 申込方法       センターへお出でいただくか、電話での申し込みも可 

                ℡ ２６－０６９６（沢田自治センター） 
           （受付期間は４月末日までですが、定員になり次第締め切ります） 
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４月の行事予定 
  ３日（金） ・民生委員方部会 ９：００～  

５日（日） ・英会話教室  １７：００～ 

  ７日（火） ・書道教室（Ａ） １３：３０～ 

 １０日（金） ・白鳥の会総会 １９：００～ 

１１日（土） ・沢田婦人会総会 １９：００～ 

１４日（火） ・書道教室（B） １３：３０～ 

 １０日（木） ・白鳥の会総会 １９：００～ 

 １７日（金） ・自治センター運営協議会総会 １９：００～ 

 １９日（日） ・英会話教室 １７：００～ 

２１日（火） ・白鳥の会（１班） ９：００～  ・書道教室（A） １３：３０～ 

        ・共楽セミナー開講式 １９：００～ 

 ２５日（土） ・交通安全沢田分会総会 １９：００～ 

２８日（火） ・書道教室（B） １５：３０～ ・防犯協会沢田支部総会 １９：００～ 
  

沢さわだ田 
自治センターだより 



     春野菜に、完熟した『竹チップ肥料』をお試しください 
 

  
  センター前には常時５００袋を準備      ２年半以上熟成したチップの袋詰め作業 

   1 袋（約１８㎏） ２００円（５袋からお届けいたします。） 
 

 今年に入って、すでに郡山市、福島市、会津方面等からも注文が入り、多い人では１００袋 

単位で、運送会社に委託して買い求めてくれる方もおります。実際に竹チップ肥料を使用した 

結果として、とくにトマト、ネギ、大根など多くの野菜の甘みが増加し、旨味を実感している 

という話をききました。私たち竹チップ生産者にとってはこの上ない喜びです。 

 竹資源開発研究会はこれまでの事業をさらに拡大し、今年度は次の計画で事業を進めます。 
 

竹チップ肥料米「さわ田」 
 昨年の作付は８０アールで、５㎏、３㎏の袋詰めで販売し、１月中旬には完売となりました。 

今年はさらに２０アール増やして生産を拡大します。お客さんからは１㎏～１.５㎏入り袋が 

あればという要望もあり、これも取り組んでいきたいと考えています。 

水蕗の生産 
昨年の出荷反別は約１ｈａで２０ｔでした。新規の作付増加分が１ｈａで、今年から出荷が 

できますので４０ｔの生産量を見込んでいます。さらに今年は５０ａ作付面積を増やす計画で 

す。また、嬉しい情報があります。それは蕗の葉を高価な値で取引したいという県外の会社の 

申し入れがあることです。蕗の葉のような意外なものが商品になるというのも大きな発見です。 

  
  さらに１㎏入りも考慮中        蕗の出荷は地域のみなさんの協力で  

ぎんなん生産  

  今年は試行的に着手した事業ですが、販路の開拓には苦労しました。しかし、数々の寄せ 

られた情報をもとに努力した結果、多くの取引先ができました。これを機に竹資源開発研究 

会の主事業として取り組み、生産量を増やして高品質のぎんなんを提供するため、竹チップ 

と有機肥料を多量に散布しました。二年目の今年の秋が勝負です。 

 

  
   長寿会の皆さんで銀杏拾い   寒い中での洗浄作業    約５０本の木に竹チップを散布 

 


